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ご注意 ：この日本語データ シー ト は参考資料と し て提供し てお り、 内容が最新でない

場合があり ます。製品のご検討およびご採用に際し ては、必ず最新の英文デー
タ シー ト をご確認 く ださ い。

DS25BR400

送信デエンファシス / 受信イコライジング内蔵 
2.5Gbps クワッド CML トランシーバ

概要

DS25BR400 は、 バックプレーンやケーブル用途向けに開発さ
れた 4 回路入りデバイスで、 250Mbps ～ 2.5Gbps の CML トラ
ンシーバまたは 8 チャネル ・ バッファとして機能します。 このデ
バイスは最低 250Mbps でも動作することから、 低速と高速の両
方のデータレートを必要とするアプリケーションに使用できま
す。 各入力段には、 基板配線による ISI 歪みを低減する固定
イコライザを搭載しています。 イコライザは、 2 つのピンによって 
各々 ON/OFF が可能です。 これらの制御ピンにより、 ISI 歪み 
がチャネルにより異なる用途にも対応できます。 また、すべての 
出力ドライバは、 4 段階の選択が可能なデエンファシス機能を
備えており、 伝送損失を補償します。 デエンファシス ・ ブロッ
クも 4 つにグループ化されています。 さらに、 DS25BR400 は
4 チャネルに対してループバック制御機能を備えています。 す 
べての CML ドライバには、 対 Vcc の 50Ω 終端抵抗が接続さ
れています。 また、 レシーバは差動 100Ω の抵抗により内部
終端されています。

特長

■ 250Mbps ～ 2.5Gbps の低ジッタ動作

■ オプションの固定入力イコライズ機能 (ON/OFF のみ )

■ 選択可能な出力デエンファシス

■ 個別ループバック制御

■ オンチップ終端

■ ＋ 3.3V 電源

■ リードレス eLLP-60 ピン ・ パッケージ 
(9mm × 9mm × 0.8mm、 0.5mm ピッチ )

■ 工業用動作温度範囲 － 40 ℃～＋ 85 ℃

■ ESD 耐圧 人体モデル 6kV

アプリケーション

■ バックプレーンまたはケーブル ・ ドライバ

■ 信号のバッファリングおよびリピート

簡略アプリケーション図

Note: 最適な性能を得るには、 すべての CML 入力および出力を AC 結合する必要があります (DC バランスのとれたデータコーディングが必要です )。
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機能ブロック図
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ピン配置図

Leadless eLLP-60 Pin Package
(9 mmx9 mmx0.8 mm, 0.5 mm pitch)

Order number DS25BR400TSQ
See NS Package Number SQA060
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ピン説明

ピン名 ピン番号 入出力 説明

差動入出力

IB_0 ＋ 
IB_0 －

51
52

I ポート _0 の反転および非反転差動入力です。 IB_0 ＋と IB_0 －は、 50Ω のチップ内抵抗を介して
基準電圧に接続されています。 Figure 7 を参照してください。

OA_0 ＋ 
OA_0 －

48
49

O ポート _0 の反転および非反転差動出力です。 OA_0 ＋と OA_0 －は、 50Ω の抵抗を介して VCC に
接続されています。

IB_1 ＋ 
IB_1 －

43
42

I ポート _1 の反転および非反転差動入力です。 IB_1 ＋と IB_1 －は、 50Ω のチップ内抵抗を介して
基準電圧に接続されています。 Figure 7 を参照してください。

OA_1 ＋ 
OA_1 －

40
39

O ポート _1 の反転および非反転差動出力です。 OA_1 ＋と OA_1 －は、 50Ω の抵抗を介して VCC に
接続されています。

IB_2 ＋ 
IB_2 －

33
34

I ポート _2 の反転および非反転差動入力です。 IB_2 ＋と IB_2 －は、 50Ω のチップ内抵抗を介して
基準電圧に接続されています。 Figure 7 を参照してください。

OA_2 ＋ 
OA_2 －

36
37

O ポート _2 の反転および非反転差動出力です。 OA_2 ＋と OA_2 －は、 50Ω の抵抗を介して VCC に
接続されています。

IB_3 ＋ 
IB_3 －

25
24

I ポート _3 の反転および非反転差動入力です。 IB_3 ＋と IB_3 －は、 50Ω のチップ内抵抗を介して
基準電圧に接続されています。 Figure 7 を参照してください。

OA_3 ＋ 
OA_3 －

28
27

O ポート _3 の反転および非反転差動出力です。 OA_3 ＋と OA_3 －は、 50Ω の抵抗を介して VCC に
接続されています。

IA_0 ＋ 
IA_0 －

58
57

I ポート _0 の反転および非反転差動入力です。 IA_0 ＋と IA_0 －は、 50Ω のチップ内抵抗を介して
基準電圧に接続されています。 Figure 7 を参照してください。

OB_0 ＋ 
OB_0 －

55
54

O ポート _0 の反転および非反転差動出力です。 OB_0 ＋と OB_0 －は、 50Ω の抵抗を介して VCC に
接続されています。

IA_1 ＋ 
IA_1 －

6
7

I ポート _1 の反転および非反転差動入力です。 IA_1 ＋と IA_1 －は、 50Ω のチップ内抵抗を介して
基準電圧に接続されています。 Figure 7 を参照してください。

OB_1 ＋ 
OB_1 －

3
4

O ポート _1 の反転および非反転差動出力です。 OB_1 ＋と OB_1 －は、 50Ω の抵抗を介して VCC に
接続されています。

IA_2 ＋ 
IA_2 －

10
9

I ポート _2 の反転および非反転差動入力です。 IA_2 ＋と IA_2 －は、 50Ω のチップ内抵抗を介して
基準電圧に接続されています。 Figure 7 を参照してください。

OB_2 ＋ 
OB_2 －

13
12

O ポート _2 の反転および非反転差動出力です。 OB_2 ＋と OB_2 －は、 50Ω の抵抗を介して VCC に
接続されています。

IA_3 ＋ 
IA_3 －

18
19

I ポート _3 の反転および非反転差動入力です。 IA_3 ＋と IA_3 －は、 50Ω のチップ内抵抗を介して
基準電圧に接続されています。 Figure 7 を参照してください。

OB_3 ＋ 
OB_3 －

21
22

O ポート _3 の反転および非反転差動出力です。 OB_3 ＋と OB_3 －は、 50Ω の抵抗を介して VCC に
接続されています。
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ピン説明 ( つづき )

Note: I ＝入力、 O ＝出力、 P ＝電源

Note: すべての CML 入力と出力は AC 結合する必要があります。

ピン名 ピン番号 入出力 説明

制御 (3.3V　LVCMOS)

EQA 60 I アクティブ Low のピンです。 EQA を論理 Low にすると、 入力チャネル IA_0 ±、 IA_1 ±、 
IA_2 ±、 IA_3 ±のイコライジングが有効になります。 デフォルトでは、 このピンは内部で High にプ
ルアップされており、 イコライジングは無効になっています。

EQB 16 I アクティブ Low のピンです。 EQB を論理 Low にすると、 入力チャネル IB_0 ±、 IB_1 ±、 
IB_2 ±、 IB_3 ±のイコライジングが有効になります。 デフォルトでは、 このピンは内部で High にプ
ルアップされており、 イコライジングは無効になっています。

PreA_0 
PreA_1

15
1

I PreA_0 および PreA_1 は出力デエンファシス ・ レベル (OA_0 ±、 OA_1 ±、 OA_2 ±、 OA_3 ± )
を選択します。 PreA_0 と PreA_1 は、 内部で High にプルアップされています。 デエンファシス ・ レ
ベルについては、 Table 2 を参照してください。

PreB_0 
PreB_1

31
45

I PreB_0 および PreB_1 は出力デエンファシス ・ レベル (OB_0 ±、 OB_1 ±、 OB_2 ±、 OB_3 ± )
を選択します。 PreB_0 と PreB_1 は、 内部で High にプルアップされています。 デエンファシス ・ レ
ベルについては、 Table 2 を参照してください。

LB0 46 I アクティブ Low のピンです。 LB0 を論理 Low にすると、 IB_0 ±から OA_0 ±への内部ループバッ
ク ・ パスが有効になります。 LB0 は内部で High にプルアップされています。 詳細は Table 1 を参照し
てください。

LB1 44 I アクティブ Low のピンです。 LB1 を論理 Low にすると、 IB_1 ±から OA_1 ±への内部ループバッ
ク ・ パスが有効になります。 LB1 は内部で High にプルアップされています。 詳細は Table 1 を参照し
てください。

LB2 32 I アクティブ Low のピンです。 LB2 を論理 Low にすると、 IB_2 ±から OA_2 ±への内部ループバッ
ク ・ パスが有効になります。 LB2 は内部で High にプルアップされています。 詳細は Table 1 を参照し
てください。

LB3 30 I アクティブ Low のピンです。 LB3 を論理 Low にすると、 IB_3 ±から OA_3 ±への内部ループバッ
ク ・ パスが有効になります。 LB3 は内部で High にプルアップされています。 詳細は Table 1 を参照し
てください。

RSV 59 I 工場内検査用の予約済みピンです。 このピンの処理方法は、 開放、 GND への接続、 外部プルダ
ウン抵抗を介した GND への接続のいずれでも構いません。 

電源

VCC 5, 11, 20, 
26, 35, 
41, 50, 

56

P VCC は 3.3V ± 5％です。 

各 VCC ピンは、 低インダクタンスの配線経路により基板の VCC 層に接続するようにします。 通常は、
VCC ピンをハンダ付けするパッドにできる限り近いビアを介して接続します。

各 VCC ピンからグラウンド層に対して、 0.01μF または 0.1μF の、 X7R、 サイズ 0402 のバイパス ・
コンデンサを接続することを推奨します。

GND 2, 8, 14, 
17, 23, 
29, 38, 
47, 53

P グラウンド ・ リファレンス電圧。 各グラウンド ・ ピンは、 低インダクタンスの配線経路によって基板のグ
ラウンド層に接続するようにします。 通常は GND ピンをハンダ付けするパッドにできる限り近いビアを
介して接続します。

GND DAP P ダイ ・ アタッチ ・ パッド (DAP) は、 eLLP-60 ピン ・ パッケージの中央底面にある、 金属の接触面で
す。 グラウンド ・ インピーダンスを低減し、 パッケージの熱性能を良くするために、 4 個以上のビアで
グラウンド層に接続してください。 
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機能説明

DS25BR400 は、 バックプレーンやケーブル用途向けに開発さ
れた 4 回路入りデバイスで、 250Mbps ～ 2.5Gbps の CML トラ
ンシーバまたは8チャネル・バッファとして機能します。 250Mbps 
未満のデータレートや、DC バイアスを CML 入力または出力に
印加した状態で動作するようには設計されていません。 ほとん 
どの高速リンクは DC バランス向けにエンコードされ、 AC 結合
コンデンサを使用するように定義されているので、 制限を受ける
ことなく直接、 DS25BR400 をデータ・パスに挿入できます。 AC 
結合コンデンサに最適な容量は多くの場合、 シリアル・リンク内
に組み込まれている中で最も低周波の部品に基づいて決定さ
れます。 標準的な AC 結合コンデンサ容量は 100 ～ 1,000nF で 
すが、 スクランブルされたデータを扱う一部の仕様では、 最適

な性能を得る上でさらに大容量のコンデンサを必要とします。
AC 結合コンデンサの周辺や内部での不必要な寄生を低減す
るには、 本体サイズ 0402 を推奨します。 Figure 6 に、 AC テス  
ト回路における AC 結合コンデンサの配置を示します。

ケーブルやバックプレーンで信号伝送中に生じる高周波損失
を補償するために、DS25BR400 では入出力シグナル・コンディ
ショニングが採用されています。 各入力段には固定イコライザ 
が搭載されており、 すべての出力ドライバは 4 段階の選択が可
能なデエンファシス機能を備えることで、 シリアル・リンク上の確
定的ジッタを低減しています。 すべての CML 出力ドライバに 
は、 対 Vcc の 50Ω 終端抵抗が接続されています。 また、 す 
べてのレシーバ入力は 100Ω の差動インピーダンスにより内部
で終端されています。

TABLE 1.   ループバック制御の論理表 

TABLE 2.   デエンファシス制御

出力デエンファシス

デエンファシスは、 バックプレーンの伝送損失を補償するため
に使われる調整機能です。 DS25BR400 では、 バックプレーン 
の損失特性に応じて、 0、 － 3、 － 6、 － 9dB の 4 段階のデ

エンファシス ・ レベルのいずれかをユーザーが選択できます。
Figure 1 にドライバのデエンファシス波形を示します。 デエン  
ファシス時間の公称値は、 2.5Gbps の場合のビット幅 50％に相
当する 200ps です。 スイッチ側、 ライン側のデエンファシス ・ レ
ベルは個別にプログラムできます。

LB0 ループバック機能

0 IB_0 ±から OA_0 ±へのループバックを有効にします。

1 ( デフォルト ) 通常モードです。 ループバック機能は無効になります。

LB1 ループバック機能

0 IB_1 ±から OA_1 ±へのループバックを有効にします。

1 ( デフォルト ) 通常モードです。 ループバック機能は無効になります。

LB2 ループバック機能

0 IB_2 ±から OA_2 ±へのループバックを有効にします。

1 ( デフォルト ) 通常モードです。 ループバック機能は無効になります。

LB3 ループバック機能

0 IB_3 ±から OA_3 ±へのループバックを有効にします。

1 ( デフォルト ) 通常モードです。 ループバック機能は無効になります。
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入力イコライジング

DS25BR400 の各差動入力には、 固定イコライザのフロントエン
ド段が接続されています。 入力グループ A と B は、 個別に有 
効化 / 無効化できます。 このイコライザには、 375MHz ～
1.875GHz の範囲で約 5dB となる短いボード配線の伝送損失を
補償するための、 固定イコライジング機能を持たせてあります。
プログラム可能なデエンファシスと入力イコライジングを組み合

わせることによって、 40 インチ (101.6 センチ ) の FR4 バックプ
レーンでも十分に開いたアイ ・ パターンを得られます。

チャネル A とチャネル B の差動入力イコライザは、 それぞれ
EQA と EQB によってバイパスすることができます。デフォルトで
は、 イコライザ制御信号は内部で High にプルアップされてお
り、 イコライザは無効になっています。 したがって、 イコライジ
ングを有効にするには、 EQA と EQB を Low にアサートする必
要があります。 

FIGURE 1.   Driver De-Emphasis Differential Waveform (showing all 4 de-emphasis steps) 
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絶対最大定格 (Note 1)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。 

関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

推奨動作条件

電気的特性

特記のない限り、 推奨動作条件での電源電圧と温度範囲での値です。

電源電圧 (VCC) － 0.3V ～ 4V

CMOS/TTL 最大入力電圧 － 0.3V ～ (VCC ＋ 0.3V)

CML 入出力 (I/O) 電圧 － 0.3V ～ (VCC ＋ 0.3V)

接合部温度 ＋ 150 ℃

保存温度範囲 － 65 ℃～＋ 150 ℃

リード温度 
 ( ハンダ付け 4 秒 ) ＋ 260 ℃

熱抵抗 θJA 22.3 ℃ /W

熱抵抗 θJC 3.2 ℃ /W

熱抵抗 ΦJB 10.3 ℃ /W

ESD 耐圧 (Note 10)

人体モデル 6kV

デバイス帯電モデル 1kV

マシン ・ モデル 350V

最小値 代表値 最大値 単位

電源電圧 (VCC-GND) 3.135 3.3 3.465 V

電源ノイズ振幅 
 10Hz ～ 2GHｚ

100 mVPP

周囲温度 － 40 ＋ 85 ℃

ケース温度 100 ℃
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電気的特性 ( つづき )

特記のない限り、 推奨動作条件での電源電圧と温度範囲での値です。
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電気的特性 ( つづき )

特記のない限り、 推奨動作条件での電源電圧と温度範囲での値です。

Note 1: 絶対最大定格とはデバイスを損傷する可能性があるリミット値をいいます。 動作定格とは、 デバイスが動作する条件を表します。 保証される仕様値と

そのテスト条件については 「電気的特性」 の表を参照してください。 最大動作定格を超える条件でのデバイスの使用は推奨できません。

Note 2: 仕様の代表値は TA ＝ 25 ℃で製品の特性評価を行った場合に得られる可能性が最も高いパラメータの基準値です。 代表値を保証しているものでは 

ありません。

Note 3: IN ＋と IN －は、 DS25BR400 が持つ多数の相補入力対の 1 つを表す、 一般名です。 OUT ＋と OUT －は、 DS25BR400 が持つ多数の相補出力

対の 1 つを表す、 一般名です。 差動入力電圧 VID は |IN ＋－ IN － | として定義されています。 差動出力電圧 VOD は |OUT ＋－ OUT － | として 

定義されています。 

Note 4: K28.7 パターンとは、 10 ビットの K28.7 コード ・ グループ ｛001111 1000｝ を繰り返すパターンです。 

K28.5 パターンとは、 20 ビットの＋ K28.5 と－ K28.5 コード ・ グループ ｛110000 0101 001111 1010｝ を繰り返すパターンです。

Note 5: デバイス出力ランダム ・ ジッタとは、 デバイスに起因するランダム ・ ジッタの測定値です。 値は、 SQRT[(RJOUT)2 － (RJIN)2] という式によって計算で 

きます。 ここで、 RJOUT はデバイス出力に対して測定した総ランダム ・ ジッタ (ps rms)、 RJIN はデバイスを駆動するパターン ・ ジェネレータのランダ 

ム ・ ジッタです。 400Mbps 未満では、 システム ・ ジッタとデバイス ・ ジッタを分けることはできません。 250Mbps の仕様にはシステム ・ ランダム ・ ジッ

タが含まれます。 AC テスト回路については Figure 6 を参照してください。

Note 6: デバイス出力確定的ジッタとは、 デバイスに起因する確定的ジッタの測定値です。 値は、 (DJOUT － DJIN) で表されます。 ここで、 DJOUT はデバイ

スの出力で測定したピーク ・ ツー ・ ピークの確定的ジッタで単位は ps pp です。 DJIN は、 テスト ・ ボードの入力のピーク ・ ツー ・ ピークの確定的ジッ 

タです。 AC テスト回路については Figure 6 を参照してください。

Note 7: tSKO は、 デバイス上のすべてのデータ ・ パス間の伝搬遅延の差の絶対値です。 つまり、 チャネル間のスキューです。 tSKPP は、 同一の条件で動作  

する複数のデバイスに含まれる全チャネル間の伝搬遅延の差のワースト値です。 例えば、 2 つのデバイスが同一条件で動作している場合、 tSKPP
は、 一方のデバイスの最短の伝搬遅延と、 もう一方のデバイスの最長の伝搬遅延の差の絶対値になります。

Note 8: このパラメータは設計および特性評価、 またはそのいずれか一方によって保証されています。 量産時の試験は行っていません。

Note 9: 最適なジッタ性能を得るには、 すべての CML 入力と出力を AC 結合する必要があります。

Note 10: ESD 試験は次の規格に準拠しています。 

人体モデル (HBM) 適用規格 : MIL-STD-883 Method 3015.7 
マシン ・ モデル (MM) 適用規格 :JESD22-A115-A (JEDEC の ESD MM 規格 ) 
電場誘起帯電試験モデル (CDM) 適用規格 :JESD22-C101-C (JEDEC の ESD FICDM 規格 )
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FIGURE 2.   Driver Output Transition Time

FIGURE 3.   Propagation Delay

FIGURE 4.   Loopback Delay Timing
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FIGURE 5.   Output De-Emphasis Duration

FIGURE 6.   AC Test Circuit

FIGURE 7.   Receiver Input Termination
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生命維持装置への使用について
ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター社の製品は、 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL  
COUNSEL) の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用する こ とは
認められていません。
こ こ で、 生命維持装置またはシステム と は （a） 体内に外科的に使用される こ と を意図された もの、 または (b) 生命を維持あ るいは
支持する ものをいい、 ラベルによ り 表示される使用法に従って適切に使用された場合に、 これの不具合が使用者に身体的障害を与
え る と 予想される ものをいいます。 重要な部品 と は、 生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、 これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因 と な り それらの安全性や機能に影響を及ぼすこ と が予想される ものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関し て、 弊社ではその責を負いません。 

また掲載内容は予告無 く 変更される こ とがあ り ますのでご了承 く だ さい。

ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター ジャパン株式会社

本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料 （日本語 / 英語） はホームページよ り入手可能です。 www.national.com/jpn/

こ の ド キ ュ メ ン ト の内容はナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社製品の関連情報 と し て提供されます。 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社  
は、 こ の発行物の内容の正確性または完全性について、 いかな る表明または保証もいた し ません。 また、 仕様 と 製品説明を予告な
く 変更する権利を有し ます。 この ド キ ュ メ ン ト はいかなる知的財産権に対する ラ イセン ス も、 明示的、 黙示的、 禁反言によ る惹起、
またはその他を問わず、 付与する ものではあ り ません。

試験や品質管理は、 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社が自社の製品保証を維持する ために必要と考え る範囲に用いられます。 政府が 
課す要件によ って指定される場合を除き、 各製品のすべてのパラ メ ータの試験を必ずし も実施するわけではあ り ません。 ナシ ョ ナ
ル セ ミ コ ンダ ク ター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社の部品  
を使用し た製品および製品適用の責任は購入者にあ り ます。 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社の製品を用いたいかな る製品の使用ま 
たは供給に先立ち、 購入者は、 適切な設計、 試験、 および動作上の安全手段を講じ なければな り ません。

それら製品の販売に関するナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社と の取引条件で規定される場合を除き、ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社  
は一切の義務を負わないもの と し、 また、 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社の製品の販売か使用、 またはその両方に関連する特定目 
的への適合性、 商品の機能性、 ないしは特許、 著作権、 または他の知的財産権の侵害に関連し た義務または保証を含むいかな る表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductor と ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ターのロゴはナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター コーポレーシ ョ ンの登録商標です。その他のブ ラ ン ド     
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。

Copyright © 2010 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧 く だ さい。

外形寸法図 特記のない限り inches (millimeters)

eLLP-60 Package
Order Number DS25BR400TSQ
NS Package Number SQA060
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